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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】利便性を向上できる健康増進器具及び健康増進

方法を提供する。

【解決手段】本発明の実施形態の健康増進方法は、健康

増進器具１を身体に押し当てて使用する健康増進方法で

あって、前記健康増進器具１は、棒状に形成され、長手

方向の一端面に当該長手方向に対して傾斜する平面部２

が形成され、当該平面部２の縁３が丸めて形成され、利

用者１１は、身体の皮膚の上から前記健康増進器具１の

前記平面部２の縁３を押し当て、皮膚の内側の深部にア

プローチし、当該深部から苦痛を感じる部分を剥がすよ

うに擦る。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

身 体 に 押 し 当 て て 使 用 さ れ る 健 康 増 進 器 具 で あ っ て 、 棒 状 に 形 成 さ れ 、 長 手 方 向 の 一 端 面

に 当 該 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 部 が 形 成 さ れ 、 当 該 平 面 部 の 縁 が 丸 め て 形 成 さ れ て

い る こ と を 特 徴 と す る 健 康 増 進 器 具 。

【 請 求 項 ２ 】

健 康 増 進 器 具 を 身 体 に 押 し 当 て て 使 用 す る 健 康 増 進 方 法 で あ っ て 、 　 前 記 健 康 増 進 器 具 は

、 棒 状 に 形 成 さ れ 、 長 手 方 向 の 一 端 面 に 当 該 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 部 が 形 成 さ れ

、 当 該 平 面 部 の 縁 が 丸 め て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 健 健 康 増 進 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

健 康 増 進 器 具 を 身 体 に 押 し 当 て て 使 用 す る 健 康 増 進 方 法 で あ っ て 、 　 前 記 健 康 増 進 器 具 は

、 棒 状 に 形 成 さ れ 、 長 手 方 向 の 一 端 面 に 当 該 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 部 が 形 成 さ れ

、 当 該 平 面 部 の 縁 が 丸 め て 形 成 さ れ 、 　 利 用 者 は 、 身 体 の 皮 膚 の 上 か ら 前 記 健 康 増 進 器 具

の 前 記 平 面 部 の 縁 を 押 し 当 て 、 皮 膚 の 内 側 の 深 部 に ア プ ロ ー チ し 、 当 該 深 部 か ら 苦 痛 を 感

じ る 部 分 を 剥 が す よ う に 擦 る こ と を 特 徴 と す る 健 健 康 増 進 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 健 康 を 増 進 す る 健 康 増 進 器 具 及 び 健 康 増 進 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

（ 背 景 技 術 ）

　 従 来 、 身 体 の 凝 り を ほ ぐ す 方 法 は 、 揉 み ほ ぐ す 方 法 と 指 圧 に よ る 方 法 が 一 般 的 で あ る 。

揉 み ほ ぐ す 場 合 は 、 主 に 肩 凝 り の 治 療 に 施 さ れ 、 筋 肉 （ 筋 ） が 凝 っ た 状 態 に 効 果 的 で あ る

。 指 圧 に よ る 場 合 は 、 背 中 の 背 骨 に 沿 っ た 両 脇 の 筋 肉 （ 筋 ） や 特 に 肩 甲 骨 の 近 く に で き る

局 部 的 な 凝 り の 場 合 効 果 的 で 、 指 圧 面 も 親 指 の 指 圧 面 を 広 く 使 う よ り も 、 親 指 を や や 立 て

る 様 に し て 指 圧 面 を 狭 く し て 指 圧 す る 方 法 が 、 非 常 に 効 果 が 大 き い 。 現 在 普 及 し て い る 指

圧 棒 に お い て も 指 圧 部 の 先 端 は 比 較 的 尖 っ た 形 状 で あ る 。 こ れ に 対 し 揉 み ほ ぐ し を 目 的 と

す る 肩 揉 み 棒 の 先 端 部 は 丸 み を お び て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 従 来 の 指 圧 棒 の 場 合 、 肩 の 指 圧 の 際 に は 指 圧 棒 の 曲 線 部 が 大 き い 為 、 加 圧 方

向 が 異 な り 直 下 方 向 へ 加 圧 す る 場 合 把 持 部 が 胸 部 に 当 た る 等 適 切 な 構 造 と は い え ず 、 又 指

圧 部 先 端 の 接 触 角 度 （ 加 圧 方 向 ） が 異 な る 為 肩 か ら 外 れ て し ま い 指 圧 が 不 可 能 な 状 態 で あ

る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の こ と に 対 応 し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 肩 や 背 中 の 指 圧 に 利 用 さ れ る 指 圧 棒 に お い て 、

該 指 圧 棒 の 下 方 先 端 部 に 回 転 自 在 、 且 つ ス ト ッ パ ー 機 能 を 具 備 し た 略 円 形 の 腕 乗 せ 部 を 備

え た 指 圧 棒 の 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ -１ ０ ０ ２ ０ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 指 圧 棒 の 技 術 で は 、 人 体 に 利 用 で き る 範 囲 が 肩 や 背 中 等 に 限 ら れ る

と と も に 、 健 康 増 進 の た め 人 体 の 刺 激 を 与 え る も の と し て 、 最 適 化 が 図 ら れ て い な か っ た

。 　

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 は 、 利 用 者 の 利 便 性 を 向 上 で き る 健 康 増 進 器 具 及 び 健 康 増 進 方 法 を 提 供 す る こ と を
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目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 健 康 増 進 器 具 は 、 身 体 に 押 し 当 て て 使 用 さ れ る 健 康 増 進 器 具 で

あ っ て 、 棒 状 に 形 成 さ れ 、 長 手 方 向 の 一 端 面 に 当 該 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 部 が 形

成 さ れ 、 当 該 平 面 部 の 縁 が 丸 め て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 の 健 康 増 進 方 法 は 、 健 康 増 進 器 具 を 身 体 に 押 し 当 て て 使 用 す る 健

康 増 進 方 法 で あ っ て 、 前 記 健 康 増 進 器 具 は 、 棒 状 に 形 成 さ れ 、 長 手 方 向 の 一 端 面 に 当 該 長

手 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 部 が 形 成 さ れ 、 当 該 平 面 部 の 縁 が 丸 め て 形 成 さ れ て い る こ と

を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 の 健 康 増 進 方 法 は 、 健 康 増 進 器 具 を 身 体 に 押 し 当 て て 使 用 す る 健

康 増 進 方 法 で あ っ て 、 前 記 健 康 増 進 器 具 は 、 棒 状 に 形 成 さ れ 、 長 手 方 向 の 一 端 面 に 当 該 長

手 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 部 が 形 成 さ れ 、 当 該 平 面 部 の 縁 が 丸 め て 形 成 さ れ 、 利 用 者 は

、 身 体 の 皮 膚 の 上 か ら 前 記 健 康 増 進 器 具 の 前 記 平 面 部 の 縁 を 押 し 当 て 、 皮 膚 の 内 側 の 深 部

に ア プ ロ ー チ し 、 当 該 深 部 か ら 苦 痛 を 感 じ る 部 分 を 剥 が す よ う に 擦 る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に お け る 健 康 増 進 器 具 及 び 健 康 増 進 方 法 に よ っ て 、 利 用 者 の 利 便 性 を 向 上 で き る

よ う に な っ た 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 上 面 図 、 下 面 図 、 正 面 図 及 び 背 面

図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 足 裏 に 適 用 す る 場 合 を 示 す フ ロ ー チ ャ

ー ト で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 足 裏 に 適 用 す る 場 合 を 示 す 斜 視 図 で あ

る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 首 回 り に 適 用 す る 場 合 を 示 す フ ロ ー チ

ャ ー ト で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 首 回 り に 適 用 す る 場 合 を 示 す 斜 視 図 で

あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 顔 に 適 用 す る 場 合 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー

ト で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 顔 に 適 用 す る 場 合 を 示 す 斜 視 図 で あ る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

［ 本 発 明 の 実 施 形 態 ］

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。

＜ 実 施 形 態 の 健 康 増 進 器 具 の 構 成 ＞

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

　 図 ２ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 左 側 面 図 で あ る 。 　 図 ２

（ ｂ ） は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。 　 図 ３ （ ａ ）

は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 上 面 図 で あ る 。 　 図 ３ （ ｂ ） は 、 本 発

明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 下 面 図 で あ る 。 　 図 ３ （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 実 施
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形 態 に か か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 　 図 ３ （ ｄ ） は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か

か る 健 康 増 進 器 具 を 示 す 背 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 健 康 増 進 器 具 １ は 、 木 材 や 合 成 樹 脂 等 の 素

材 を 棒 状 に 一 体 形 成 し た も の で あ り 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す そ の 長 さ Ｌ は １ ５ ～ ２ ５ ｃ ｍ 程 度

、 そ の 直 径 （ 上 下 方 向 の 外 径 ） Ｄ は φ ２ ． ５ ～ ４ ． ０ ｃ ｍ 程 度 と し た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 健 康 増 進 器 具 １ の 長 さ Ｌ は 、 基 本 的 に は ２ ０ ｃ ｍ で 良 い が 、 人 に よ っ て 手 の 大 き さ や 厚

さ が 異 な る た め 、 そ れ ら を 考 慮 す る と 、 手 の 小 さ い 人 で は １ ５ ｃ ｍ 程 度 が 扱 い 易 い 長 さ で

あ り 、 手 の 大 き い 人 で は ２ ５ ｃ ｍ 程 度 の 長 さ が 扱 い 易 い 長 さ と な る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 一 方 、 健 康 増 進 器 具 １ の 直 径 Ｄ に つ い て は 、 人 の 手 に よ る 持 ち 易 さ と い う 観 点 と 、 人 体

に 押 し 当 て た と き の 接 触 面 積 に 対 す る 圧 迫 感 と い う 観 点 か ら す る と 、 上 記 の 通 り φ ２ ． ５

～ ４ ． ０ ｃ ｍ と す る の が よ い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 健 康 増 進 器 具 １ と し て 木 材 や 合 成

樹 脂 等 を 用 い て い る が 、 こ の サ イ ズ の 木 材 や 合 成 樹 脂 等 は 適 度 な 重 量 を 有 し て い る こ と か

ら 、 身 体 に 押 し 当 て た と き に 適 度 な 重 量 感 も 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 健 康 増 進 器 具 １ の 長 手 方 向 の 一 端 面 に は 、 当 該 長 手 方 向 に

対 し て 約 ２ ０ ° 傾 斜 す る 平 面 部 ２ が 形 成 さ れ 、 当 該 平 面 部 ２ の 縁 ３ が 丸 め て 形 成 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 健 康 増 進 器 具 １ の 左 右 側 面 に は 、 健 康 増 進 器 具 １ の 転 が り を 防 止 す る た め の 平 面 部 ４ Ｌ

、 ４ Ｒ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 健 康 増 進 器 具 １ の 長 手 方 向 の 他 端 面 に は 、 当 該 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 す る 平 面 部 ５ が 形

成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

＜ 実 施 形 態 の 健 康 増 進 方 法 ＞

＜ 足 裏 に 適 用 す る 場 合 ＞

　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 足 裏 に 適 用 す る 場 合 を 示 す フ ロ ー チ

ャ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 足 裏 に 適 用 す る 場 合 を 示 す 斜 視 図 で

あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ４ 及 び 図 ５ に お い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 足 裏 に 適 用 す る 場 合

、 ま ず 、 図 ４ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 図 ５ に 示 す 利 用 者 １ １ の 足 裏 １ ２ に ク リ ー ム

又 は オ イ ル を 塗 布 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 利 用 者 １ １ は 、 左 右 両 手 １ ３ Ｌ 、 １ ３ Ｒ で 健 康 増 進 器 具

１ を 保 持 し 、 健 康 増 進 器 具 １ の 平 面 部 ２ を 足 裏 １ ２ に 向 け て 、 平 面 部 ２ の 縁 部 ３ の 先 端 側

を 土 踏 ま ず １ ４ に 押 し 当 て 、 土 踏 ま ず か ら 足 指 １ ５ に 向 け て 擦 る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３

に お い て 、 矢 印 線 １ ６ が 面 に な る イ メ ー ジ で 、 直 ぐ 脇 の 矢 印 線 １ ６ に ず ら す 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 こ の 過 程 で 、 気 持 ち い い 深 さ （ ま た は 苦 痛 を 感 じ る 部 分 ） に グ リ ッ プ す る と 、 終 わ っ た

後 に 、 足 裏 １ ２ か ら ポ カ ポ カ し た 感 覚 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 足 の 甲 は 、 皮 膚 の 上 か ら 健 康 増 進 器 具 １ の 縁 部 ３ の 先 端 側 を 滑 ら せ る よ う に 万 遍

な く 擦 る 。 足 の 指 も 健 康 増 進 器 具 １ の 縁 部 ３ の 先 端 側 で 引 っ か か る 深 さ （ 苦 痛 を 感 じ る 部

分 ） ま で 擦 る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】

＜ 首 回 り に 適 用 す る 場 合 ＞

　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 首 回 り に 適 用 す る 場 合 を 示 す フ ロ ー

チ ャ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 首 回 り に 適 用 す る 場 合 を 示 す 斜 視 図

で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ６ 及 び 図 ７ に お い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 首 回 り に 適 用 す る 場

合 、 ま ず 、 図 ６ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 図 ７ に 示 す 利 用 者 １ １ は 、 左 右 両 手 １ ３

Ｌ 、 １ ３ Ｒ で 健 康 増 進 器 具 １ を 保 持 し 、 健 康 増 進 器 具 １ の 平 面 部 ２ を 鎖 骨 付 け 根 ２ １ に 向

け て 、 平 面 部 ２ の 縁 部 ３ の 先 端 側 を 鎖 骨 付 け 根 ２ １ に 押 し 当 て 、 矢 印 線 ２ ３ に 示 す よ う に

、 鎖 骨 付 け 根 ２ １ か ら 顎 ラ イ ン ２ ２ に 向 け て 弧 を 描 く よ う に 健 康 増 進 器 具 １ を ね じ り 上 げ

る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 順 番 を ず ら し な が ら 、 健 康 増 進 器 具 １ を 皮 下 の 深 い 部 分 ま で

硬 い と こ ろ （ 苦 痛 を 感 じ る 部 分 ） に グ リ ッ プ す る 。 こ の 状 態 で バ リ バ リ と 音 が す る の が 、

癒 着 が 剥 が さ れ た 感 覚 で あ る 。 癒 着 が 剥 が れ る と 、 利 用 者 １ １ は 、 温 か く 軽 い 感 覚 が 得 ら

れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

＜ 顔 に 適 用 す る 場 合 ＞

　 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 顔 に 適 用 す る 場 合 を 示 す フ ロ ー チ ャ

ー ト で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ９ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 顔 に 適 用 す る 場 合 を 示 す 斜 視 図 で あ

る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ８ 及 び 図 ９ に お い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 健 康 増 進 方 法 を 顔 に 適 用 す る 場 合 、

ま ず 、 図 ８ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 図 ９ に 示 す 利 用 者 １ １ は 、 左 右 両 手 １ ３ Ｌ 、

１ ３ Ｒ で 健 康 増 進 器 具 １ を 保 持 し 、 健 康 増 進 器 具 １ の 平 面 部 ２ を 顔 ３ １ に 向 け て 、 平 面 部

２ の 縁 部 ３ の 先 端 側 を 額 の 中 心 線 ３ ２ に 押 し 当 て 、 額 の 中 心 線 ３ ２ か ら 顔 側 方 ３ ３ に 向 け

て 弧 を 描 く よ う に 健 康 増 進 器 具 １ を ね じ り 上 げ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 利 用 者 １ １ は 、 眉 毛 の 上 ３ ４ か ら 髪 の 生 え 際 ３ ５ に 向

け て 弧 を 描 く よ う に 健 康 増 進 器 具 １ を ね じ り 上 げ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 利 用 者 １ １ は 、 瞼 の 隣 ３ ６ か ら 髪 の 生 え 際 ３ ７ に 向 け

て 弧 を 描 く よ う に 健 康 増 進 器 具 １ を ね じ り 上 げ る 。

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 利 用 者 １ １ は 、 健 康 増 進 器 具 １ を 用 い て 、 鼻 ３ ８ の 側

面 を 上 ら か 下 へ 擦 る 。

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 利 用 者 １ １ は 、 健 康 増 進 器 具 １ を 用 い て 、 目 尻 ３ ９ を

内 か ら 外 へ 擦 る 。

　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 利 用 者 １ １ は 、 健 康 増 進 器 具 １ を 用 い て 、 頬 ４ ０ を 内

か ら 外 へ 擦 る 。

　 次 に ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ に お い て 、 利 用 者 １ １ は 、 健 康 増 進 器 具 １ を 用 い て 、 顎 ４ １ を 内 か

ら 外 へ 擦 る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 顔 ３ １ の 皮 膚 の 厚 み は 数 ミ リ レ ベ ル な の で 、 繊 細 な 感 覚 で 引 っ か か り （ 苦 痛 を 感 じ る 部

分 ） を 感 じ る よ う に す る 。 癒 着 が 剥 が さ れ る と 、 利 用 者 １ １ は 、 皮 膚 の 土 台 の 基 底 層 か ら

じ わ じ わ 暖 か く な る 感 覚 が 得 ら れ る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】

　 足 、 首 回 り 、 顔 以 外 の 部 分 （ 膝 下 、 腹 部 、 腕 、 腋 、 頭 皮 ） に つ い て も 、 図 ４ 乃 至 図 ９ に

示 し た 例 と 同 様 の 方 法 で 健 康 増 進 器 具 １ を 使 用 で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 さ ら に 、 略 全 身 に つ い て も 、 図 ４ 乃 至 図 ９ に 示 し た 例 と 同 様 の 方 法 で 健 康 増 進 器 具 １ を

使 用 で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ＜ 本 発 明 の 実 施 形 態 の 構 成 及 び 効 果 を 纏 め ＞

　 以 上 に 示 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 の 構 成 及 び 効 果 を 以 下 の よ う に 纏 め て 説 明 す る 。 健 康 増

進 器 具 １ は 、 身 体 に 押 し 当 て て 使 用 さ れ る 健 康 増 進 器 具 で あ っ て 、 棒 状 に 形 成 さ れ 、 長 手

方 向 の 一 端 面 に 当 該 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 部 ２ が 形 成 さ れ 、 当 該 平 面 部 ２ の 縁 ３

が 丸 め て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 の 健 康 増 進 方 法 は 、 健 康 増 進 器 具 １ を 身 体 に 押 し 当 て て 使 用 す る 健 康

増 進 方 法 で あ っ て 、 前 記 健 康 増 進 器 具 １ は 、 棒 状 に 形 成 さ れ 、 長 手 方 向 の 一 端 面 に 当 該 長

手 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 部 ２ が 形 成 さ れ 、 当 該 平 面 部 ２ の 縁 ３ が 丸 め て 形 成 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 健 康 増 進 方 法 は 、 健 康 増 進 器 具 １ を 身 体 に 押 し 当 て て 使 用 す

る 健 康 増 進 方 法 で あ っ て 、 前 記 健 康 増 進 器 具 １ は 、 棒 状 に 形 成 さ れ 、 長 手 方 向 の 一 端 面 に

当 該 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 部 ２ が 形 成 さ れ 、 当 該 平 面 部 ２ の 縁 ３ が 丸 め て 形 成 さ

れ 、 利 用 者 １ １ は 、 身 体 の 皮 膚 の 上 か ら 前 記 健 康 増 進 器 具 １ の 前 記 平 面 部 ２ の 縁 ３ を 押 し

当 て 、 皮 膚 の 内 側 の 深 部 に ア プ ロ ー チ し 、 当 該 深 部 か ら 苦 痛 を 感 じ る 部 分 を 剥 が す よ う に

擦 る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る こ と か ら 、 本 実 施 形 態 の 健 康 増 進 器 具 １ 及 び 健 康 増 進 方 法 は 、

人 体 に 利 用 で き る 範 囲 が 肩 や 背 中 等 に 限 ら れ ず 、 略 全 身 に 適 用 可 能 に な る と と も に 、 健 康

増 進 の た め 人 体 の 刺 激 を 与 え る も の と し て 、 最 適 化 が 図 ら れ て い る の で 、 利 用 者 の 利 便 性

を 向 上 で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 尚 、 図 １ 乃 至 図 ９ に 示 し た 実 施 形 態 で は 、 健 康 増 進 器 具 １ の 素 材 と し て 木 材 や 合 成 樹 脂

等 を 用 い た が 、 用 途 に 合 わ せ て 金 属 、 石 材 、 生 物 の 骨 等 を 適 用 で き る 。

　 ま た 、 健 康 増 進 器 具 １ の 形 状 も 、 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 し た も の に 近 似 し て い れ ば 各 種 適 用

可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 、 構 造 、 材 料 、 各 部 材 の 連 結 、 科 学 物 質 等 は 、 本 発 明 の 要 旨 を 変

更 し な い 範 囲 で 、 様 々 に 変 更 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 例 え ば 、 ２ つ 以 上 の 部 材 を １ つ に す る こ と も 可 能 で あ る し 、 逆 に 、 １ つ の 部 材 を ２ つ 以

上 の 別 の 部 材 か ら 構 成 し て 接 続 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 は 、 あ く ま で も 、 現 在 の と こ ろ の 最 良 の 形 態 ま た は そ れ に 近 い 形 態

の １ つ に す ぎ な い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 健 康 増 進 方 法 の 作 業 の 順 序 な ど も 、 所 定 の 効 果 を 有 す る の で あ れ ば 、 適 宜 変 更 可

能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

＜ 定 義 等 ＞

　 本 発 明 に お け る 健 康 増 進 器 具 の 素 材 は 、 人 間 に 使 用 で き る も の で あ れ ば ど の よ う な も の

で あ っ て も よ い 。
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【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

１ 　 　 　 　 　 　 ： 健 康 増 進 器 具

２ 　 　 　 　 　 　 ： 平 面 部

３ 　 　 　 　 　 　 ： 縁

４ Ｌ 、 ４ Ｒ 　 　 ： 平 面 部

１ １ 　 　 　 　 　 ： 利 用 者

１ ２ 　 　 　 　 　 ： 足 裏

１ ３ Ｌ 、 １ ３ Ｒ ： 手

１ ４ 　 　 　 　 　 ： 土 踏 ま ず

１ ５ 　 　 　 　 　 ： 足 指

１ ６ 　 　 　 　 　 ： 矢 印 線

２ １ 　 　 　 　 　 ： 鎖 骨 付 け 根

２ ２ 　 　 　 　 　 ： 顎 ラ イ ン

３ １ 　 　 　 　 　 ： 顔

３ ２ 　 　 　 　 　 ： 額 の 中 心 線

３ ３ 　 　 　 　 　 ： 顔 側 方

３ ４ 　 　 　 　 　 ： 眉 毛 の 上

３ ５ 　 　 　 　 　 ： 髪 の 生 え 際

３ ６ 　 　 　 　 　 ： 瞼 の 隣

３ ７ 　 　 　 　 　 ： 髪 の 生 え 際

３ ８ 　 　 　 　 　 ： 鼻

３ ９ 　 　 　 　 　 ： 目 尻

４ ０ 　 　 　 　 　 ： 頬

４ １ 　 　 　 　 　 ： 顎

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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